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え昌一部下の性格や家庭の状況が判らない。
　「触仕事をみんなで考えることが減った。
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③　上司の立場が変わった6．

∫・　ごれまで以上に人事評価を行う必要が出てきた。
』航∴余裕がなぐなり、部下の性格・能力・経験を踏まえた

　　指導、支援ができなくなってきている。
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・d　心φ疾病で1ヶ月以上休んだ職員（長期病休貿）」の割βは・．

＼5年間で約3筒囎妙てし、ます・＿1∴悪惣∴，，∴溜，
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長期間休蓉ないAを毒慮するさ：、毛つむ多いのが現状竃す。 絵
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騰3＝Q歳代㌔跳㌔
’詳・（長期嚇2曖136人指

　うち心の疾病1，565人）

　6　最近、若い職員を中心に従来のうつ病とは異なる症状が見ら

　　れるようになりました。
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一あなたの；蔀「て1〔ゴ心（b疾病に罹った人がいても

　　　　　おかしくない時代です。
熱帯學縛尊曳惚細｝蝉，蝉醸沸鮎湿雪・騙塀轍魂勤　職輔匪康㌧者恥＾職誉課ゴ鯉無蓋概巳鯵「’く賢回恥脳漬裳’　超葺　替置墨邸

4



、　rQ’ストレスが心身の健康に影響する仕組みとして考えら　、　　　　れたものに「職業性ストレスモデル」があります。　　　’　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匂

苛㍗
難灘矯｝艦肇織〉

、　蒔

@’．三　義 懸騨i簿．驚賊難翻嶺一院幟康。，り。研修。キ。、ゴ，、
　　　　　　　　　　　彩　　　卜
@　羅纐錨塵蝶肇∵
冾ﾅ；潭㌧μ・
ｭ♂　一一F

琶・”－　　　　　　　・　　　　　　　　　　　b
ｧ　　　　　　　　　　　　　　　L　『…’

藁曇
ﾕ笹
ｳ難1亀1－e

ｲ㌔嬉〉

ﾐ観’�
ｳ
・
f
轡
一
難
L
茎
、
“
卜
撃
互
一
げ
．
雑
｛
・
「
一

、　　　　　　　　　　　　　T

必罰購ド嚇呼1

警庶畢淘痙一、、鞠≒欝麟鍍∵；∵舞舞織欝難ユ

－
r
♪

遜禰戴］－

ジ
門
1
．
蓬
郵
ご

熱海麟灘謙麟謙灘選　　　　2 。＿㌧w一

’幽錫㌧￥
｠味二。＿
}込

栫
F
載
曇
：
鵬
避
：
嚢
灘
1
鑓
郵

　　　　　　　　　　　　’E長時間の勤務　　　　　　　・過重な心理的負荷がかかる勤務・上司、同僚、部下との対立　・昇進、異動、組織改編・パワー・ハラスメント　　　・セクシュアル・ハラスメント　等
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・良好な雰囲気の構築　　　・相談先の確保　　・適材適所
琶一ゴご

・仕事の支援、手助け ・精神的な支え 等

∴湾謡藻誹器羅霧雑誌藷誘薫｛齎訟
　　II場のストレスの低減・悪影響を防ぐ要因（緩衝要因）を強化すII

　　llることはできます。①職場のストレスを軽減し、②緩衝要因の　

　　しi欝欝聖蝿ξ葺墾葺LL冨謡浩詰、嘉鬼ごノ

評パウ」旨フ、うズヌヅトば、管理監督者あ行動がそのま

まストレスとなるものです。　　　　　　、

　次ページから特集として、いわゆるパワー・ハラスメ
ツトについて説明します。　，　．一　。．．、㌦、、い、
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ヨ　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　ぢをウゴ

講購騨鰯騨鐸騨鍵難
零1冨毒悪病家録事嶺猷議灘套詩と論感恩ら磐

いますが、公務においても、「パワー・ハラスメント」に関する苦

情相談が人事院によせられています。

き　皇　　簾舞・

lTパウーrパラスメシF」は、セクシュアル・ハラスメントと同様に

対人関係の中で生じる問題であり、機械のマニ・ユアルのように、

「ここまでやって良い」「しかし、これを超えてはいけない」という

ような、明確な線引きが出来るものではありません。、

騰灘醜購総鞭購難業纏　　　　　　一〔

醸馨難癖難繋欝i灘驚
動φ範瞬を熱きて㌧継続的に人格と尊厳を慢害する言動を行い3』

離i舞舞講i繊鍵盤欝慰黙し

O「パワー・ハラスメント」は、職場内秩序を乱し、各組織の正

　常な業務運営の障害となります。殊に、上司から部下への不

　用意な言動によって、職員の勤労意欲を減退させ、ひいては

　精神的な障害に陥る職員を発生させる要因となります。
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鵡灘灘欝畑瀬鷺幽幽：

ア、部下の指導や教育に当たっては、相手の性格や能力を充分見極
「r ﾟたうえで、言葉を選んで発言する必要があること。

イ実現不可能な業務の強要や私生活への介入（ライフスタイル、学

　歴、家柄、家族）や人権の侵害ともいえる言動は厳に慎む必要があ

　ること。

ウ部下は、上司等の権限ある者からの言動に疑問を抱いた場合で
　も、正面きって反論しづらい立場にあるということ。

工単なる指導上の注意であったとしても、徒に繰り返して注意をしな

　いこと。

オ単発の言動だけがその要因となるのではなく、上司等の仕事に

　対する姿勢や人間性あるいは日常の振る舞いが引き金になる場合
　があることを承知しておくこと。

力職場において「パワー・ハラスメント」が行われていないか注意す

　ること。

【Hind己O弓の健康庭叶の問題竃惨あq皆世ん。

　パワー・ハラスメントは、人事管理上あってはならないこと
です。また、正常な業務運営の障害となります。心の疾病を発
症する要因の一つともなり得るとともに、それ以外の悪影響も

あることを理解しておく必要があります。
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口　部下に対して厳しく、上司に対しては自己主張を押えていませんか？、

ロ　セルフコントロールできますか？

□　部下に対する好き嫌いが激しくありませんか？

□　部下の成功にねたみを感じませんか？

□　部下の功績に対して素直に褒めることができますか？

□　厳しく叱ることはいわゆる親心であると考えていませんか？

□　部下が迷っているときに方向性を示すなどの助言ができますか？

□　自分の考えだけにこだわりすぎませんか？

□　仕事以外のことで部下をコントロールしょうとしませんか．？

【Hint1

「パワー・ハラスメント」に該当し得る言動としては、以下のよう

なものがあります。

・　「死んでしまえ」「給料泥棒」などの暴言を吐く。

・　身体や性格の特徴を取り上げてなじる。

・　些細な失敗を執拗に非難する。

・　「お前はどうしょうもない」「無能だ」などと皆の前で叱責し続ける。

・　机を激しく叩いたり、書類を投げつけるなどの威圧的な行為をする。

・　無理な締切りの設定など、明らかに実現不可能な業務を強要する。

・　合理的な理由もないのに、仕事を全く与えない。

・　発言を無視したり、会議に参加させないなどして、職場内で孤立させるげ

・　合理的な珪由もないのに、ニプ弓イベニトな事項を塾i拗に詮索する。

一叢な騨瞬ζ難事と蘇のなし1些鱒暫歪ご∫で
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　【Hint】　コミュ＝＝ケ’脚ションの差本信会話マ聾す。
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いる現在、『仕事以外の会話』を交わすことが、良好な⊇ミュ

欝欝欝欝繹鱗li欝欝灘繊



　．0　心の疾病になっても、早期発見ができれば早期回復につ
一刻ながります。．それは、職員、職場め双方の租糞ζ葎りま郭＝．
ふ滋、．画期発見のためφrヒ司の弩割は｛乱心9よ楚瞬蒲躯謳紅、
耀装ξ二∴，一ゴぐそ募1鰻㌢こ一∴嬉’・・事き諒鱒舟ジ∵準トー1ヤ蚕＝」ユや
八　　㌧爵レ

討　　」　　　　lr

油　　　！㍉“

繊

　心の疾病は体の疾病
と異なり一般的に本人
が気づかないことが多
いです。声，　こ・…　、

鎚　　が失　　　　　　　い翻らξ

聾騨騰　．
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　唄

綴織蕪，

ヲ
サ
コ
く
　
ヒ

｝一驕
t
一
、
一

「
一
、
夢
・

々
轄

薄
霧
驚畿

離
鍵

評
う
ヤ
「
き
池

餓
旗
膳

う
孕熊
＆
鐘

失
敬
慧
諮
難

灘
懸
．

毒
・
、
に
曖

灘
轟
総

議
灘
嚢
鍵

膿
辮

籍
畿
穂

　職員自らの健康づくり
を行うことは重要です。

　しかし、それだけでな
く、職員をよく知る上司
からの客観的な視点が必
要なのです。　　　一

尭“’．鞠・㌔島．な

1と．

瀞舞
叢叢
譲避
難遭
難零

議
課
響
∵

蝶
黛
轟
欝難欝；灘難難難．
1一□　積極性や決断力が低下ずる。’　一　　い

　□　 表情が暗」くなり：元1気がなくなる。
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